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こ ひし さも 悲しき こと も 知らぬな り 真 

木の 柱に なら まほし けれ (晶子) 

みかど おぼしめ 

「帝のお 耳に はいって、 御 不快に 思 召す ような こと 

があって もお それお おい。 当分 世間へ 知らせな いよう 

にしたい」 

と 源氏からの 注意 はあって も、 右 大将 は、 恋の 勝利 

者で ある 誇り をい つまで も 蔭の ことに はして おかれな 

いふうであった。 時日が たっても 新しい 夫人に は 打ち 

解けた ところが 見いだ せないで、 自身の 運命 はこれ ほ 



お い て は 何ら の 恋愛 問題 も 起 ， J さずに 来た ことな ど は 

忘れた ように、 生まれ変わつ たような 恋の 奴の 役に 

よい あかつき 

満足して、 風流 男らしく 宵 暁 に 新 夫人の 六 条院へ 出 

たま かずら 

入りす る 様子 を おもしろく 人々 は 見て いた。 玉鬟は 

はなやかな 心 も 引き込めて 思い悩ん でいた。 自発的に 

できた 結果で ない こと は 第三者に も わかる ことで ある 

が、 源氏が どう 思 つ ている であろう という ことが 玉鬟 

に はやる 瀬な く 苦しく 思われる のであった。 兵 部 卿の 

宮 のお 志が 最も 深く 思われた ことな ど を 思い出す と 恥 

ず かしく くやしい 気ば か りが されて、 大将 を 愛する ザ J 

とが まだで きない。 源氏 は 幾 十 度と なく 一歩 を そこへ 



りい るので あつたが、 源氏が 来たので、 少し 起き上がつ 

さちよ-つ 

て、 几帳に 隠れる ようにして すわった。 源氏 も 以前と 

違った 父の 威厳と いうよう な もの を 少し 見せて、 普通 

の 話 を いろいろした。 平凡な 大将の 姿ば かり を 見て い 

る このごろの 玉鬟の 目に、 源氏の 高雅 さが つくづく 映 

るに ついても、 意外な 運命に 従ってい る 自分が きまり 

悪く 恥ずかしくて 涙が こぼれる のであった。 繊細な 人 

きょうそく 

情の 扱われる 話に なつてから、 玉鬟は 脇息に よりか 

かりながら、 几帳の 外の 源氏の ほう をの ぞくよう にし 

て 返辞 を 言って いた。 少し 痩せて 可憐 さの 添った 顔 を 

見ながら 源氏 は、 それ を 他人に 讓 ると は、 自身ながら 



も あまりに 善人 過ぎた ことで あると 残念に 思われた。 

「下り立ちて 汲み は 見ね ども 渡り 川 人の せと はた 契 

らざ りし を 

意外な ことにな リ ましたね」 

涙 を の みながら こう 言う 源氏が な つ かしく 思われた _ 

女 は 顔 を 隠しながら 言う。 

あわ 

みつせ 川 渡らぬ さきに いかでな ほ 涙の み をの 泡と 

消えなん 



いっさい を 完全に 設けて 一 日 も 早く 玉鬟を 迎えようと 

きょう やしき 

ばかり 思って いた。 今日まで は 邸の 中 も 荒れて ゆく 

に 任せて あつたの である。 夫人の 悲しむ 心 も 知らず、 

愛して いた 子供た ち も 大将の 眼中に はもうな かった。 

好色な 風流 男と いう もの は、 ただ 一 人の 人 だけ を 愛す 

るので なしに、 だれの ため、 彼のた め も 考えて 思い や 

りのある 処置 をと る ものであるが、 生一本な 人の こう 

した 場合の 態度に は 一 方の 夫人と して はた まるまい と 

あつ 1 

憐 まれる ものが あった。 夫人 は 人に 劣った 女性で も 

しきぶき よ う 

なかった。 身分 は 尊貴な 式部 卿の 宫の 最も 大切に され 

た 長女であって、 世の中から 敬われて もいた。 美人で 



思う 志 は どんな もの かが 理解で きる 日が ある だろうと 

やしき 

思う。 宮様が 不快に お思いに なって、 今 すぐにお 邸 

へ あなた を つれて 帰ろうと お言いになる の は、 かえつ 

て そ の ほうが 軽率な ことでないだろう か。 実際 別れさ 

せて しまおうと 思って おいでになる のだろう か。 しば 

らく 懲らしめて やろうと お思いになる のだろう か」 

と 笑いながら 言う 大将の 様子に は、 だれから も 反感 

を 持 たれる のに 十分な 利己主義者ら しいと ころが あつ 

た。 

しょう ち < 

大将の 妾 のように もな つていた 木工の 君 や 中将の 

君な ども、 それ 相応に 大将 を 恨めしく 思って いたが、 



反省 をしながら も、 行 つ て 逢おうと する 新しい 妻 を 思 

たんそく 

う 興奮 はどうす る こと もで きな い。 心に もない 歎息 を 

しながら、 着が え をして、 なお 小さい 火入れ を 袖の 中 

へ 入れて 香 を しめていた。 ちょうど よい ほどに 着な 

びぼう 

れた 衣服に 身 を 装うた 大将 は、 源氏の 美貌の 前に こそ 

光 はない が、 くっきり とした 男性的な 顔 は、 平凡な 階 

ふうさ い 

級の 男の 顔ではなかった。 貴族ら しい 風采で ある。 

さむらい どころ 

侍 所に 集って いる 人た ちが、 

「ちょっと 雪 もやんだ よう だ。 もうお そかろう」 

などと 言つ て、 さすがに 真正面から 促す のでな く、 

あるじ 

主人の 注 音 心 を 引こうと する ような こと を 一一 一一 n う 吉が聞 こ 



そうで もなか つたら 捨てて 惜しくない 気 もす る ことで 

あろうと 大将 は 思って いた。 大将 は 日が 暮れる とすぐ 

に 出かける 用意に かかった ので ある。 大将の 服装な ど 

についても、 夫人 は 行き届いた 妻ら しい 世話の 十分で 

きない 人な ので ある。 自分の 着せられる もの は 流行お 

くれの 調子の そろわな いもの だと 大将 は 不足 を 言って 

のうし 

いたが、 きれいな 直 衣な どが すぐ まにあわないで 見 苦 

しかった。 昨夜の は 焼け 通って 焦げ臭い においが した。 

こそで しっと 

小袖 類に も その 臭気 は 移って いたから、 妻の 嫉妬に 

ひょうぼう 

あった こと を 標榜して いるよう で、 先方の 反感 を 買 

うこと になる であろうと 思って、 一 S 着た 衣服 を 脱い 



姫君 は 始終 自身の よりかか つ ていた 東の 座敷の 中の 

柱 を、 だれかに 取られて しまう 気の する の も 悲し かつ 

た。 姫君 は 檜 皮 色の 紙 を 重ねて、 小さい 字で 歌 を 書い 

たの を、 笄 t の 端で 柱の 破れ目へ 押し込んで 置こうと 

思 つ た。 

今 はとて 宿 借れぬ とも 馴れ 来つ る 真 木の 柱 はわれ 

を 忘るな 

この 歌 を 書き かけて は 泣き 泣いて は 書きして いた。 

夫人 は、 



喜んでい らっしゃ いますが、 私に は 前生に どんな 仇敵 

だった 人 かと 思われます。 女御な どに も 何 かの 場合に 

好意 のない 態度 を 露骨 にお 見せに なり ましたが、 その 

ころ は須磨 時代の 恨みが 忘られない のだろう と あなた 

がお 言いに なり、 世間で もそう 批評され たので も 私に 

は腑に 落ちなかった のです。 それ だのに また 今にな つ 

て、 養女 を 取ったり などして、 自分が 御 寵愛な すって 

古くな すった 代償に まじめな 堅い 男 を 取り寄せて 婿に 

するな どと いう こと をな さる。 これが 恨めしくなくて 

何です か」 

ザ J う 一一 一一 n い 続ける ので ある。 



きょう 

えない の だね。 軽薄な 男なら 今日まで だって 決して 連 

れ 添って はいなかった ろう。 でもし かたがない、 あの 

人 は どこに いても 廃人な の だから 同じ だ。 子供た ち を 

どうしょう というの だろう」 

大将 は 泣きながら 真 木 柱の 歌 を 読んで いた。 字 はま 

ずい が 優しい 娘の 感情 は そのまま 受け取れる ことが で 

きて、 途中 も 車の 中で 涙 を ふき ふき 宫 邸へ 向か つた。 

夫人 は 逢おうと しな か つ た。 

「逢う 必要 はない。 新しい 女に 心の 移って いると いう 

話 は、 今度 始まった ことで もない。 あの人が 若い 妻 を 

ほしが つ ている 話 を 聞いて から 長い 月日 もた つてい る- 



おぼしめ 

ない 人な の だから、 この 問題で 陛下 も 御 不快に 思 召す 

ひょうぶ きょう 

よう だし、 兵 部 卿の 宫も 恨んで おいでに なると 聞い 

たが、 あの方 は 思いやりが あるから、 事情 をお 聞きに 

なって、 もう 了解され たよう だ。 恋愛 問題と いう もの 

は 秘密に していて も 真相が 知れ やす いもの だから、 結 

局 は 私が 罪 を 負わないでも いいこと になる と 思って い 

る」 

とも 言つ ていた。 

大将の もとの 夫人との そうした いきさつ はい つ そう 

たま かずら ゆうう つ 

玉鬟を 憂鬱に した。 大将 は それ を 哀れに 思って 慰め 

ないしの かみ 

ようとす る 心から、 尚 诗 として. f 呂 中へ 出る こと を こ 



れま では 反対 をし 続けた ので あるが、 陛下が この 態度 

を 無礼で あると 思 召す ふう も あるし、 両 大臣 もい つた 

ん 思い立 つたこと であるから、 自分ら としてい えば 公 

職 を 持つ 女の 良人で ある 人 も 世間に ある ことで あり、 

構わな い y ^ とと 考え て 宮中 へ 出仕す る y ^ とに 賛成す る 

と 言い出し たので、 春に なって いよいよ 尚 侍の 出仕の 

おとこと うか 

ことが 実現され た。 男 踏 歌が あつたので、 それ を 機会 

として 玉鬟は 御所へ 参った ので ある。 すべての 儀式が 

派手に 行なわれた。 二人の 大臣の 勢力 を 背景に してい 

る 上に 大将の 勢いが 添った ので あるから、 はなばなし 

くなる のが 道理で ある。 源 宰相 中将 は 忠実に 世話 をし 



まって、 これ きりあな た をよ こして くれない 人が ある 

からね。 だれよりも 先に あなた を 愛した 人が、 人に 負 

きげん 

けて、 勝った 男の 機嫌 をと ると いうよう な こと をして 

いる。 昔の 何とかい つた 男 (時 平に 妻 を 奪われた 

た いらの さだふみ 

平貞 文の 歌、 昔せ しわが かねごとの 悲しき はいかに 

契りし 名残なる らん) のように、 まったく 悲観的な 気 

持ちになります よ」 

しんそこ 

と 仰せに なって、 真 底から くやしい ふう をお 見せに 

びぼう 

なった。 聞こし召 したのに 数倍した 美貌の 持ち主で 

あつたから、 初めに そうした 思 召し はなく つても、 こ 

の 人 を 御覧に な つ て は 公職の 尚 侍と して だけで お許し 



と 言って、 さすがに 忘られたくない 様子の 女に 見え 

るの を 哀れに 思 召しながら、 顧みが ちに 帝 はお 立ち去 

りに なった。 

た ま 力 ^u/ t レ , 

すぐに 大将 は 自邸へ 玉鬟を 伴おうと 思って いるの 

であるが、 初めから 言って は 源氏の 同意が 得られない 

の を 知って、 この 時まで は 言わずに、 突然、 

「にわかに 風邪気味に なりまして、 自宅で 養生 をした 

く 存じます が、 別々 にな リ まして は 妻 も 気が かりで ご 

ざいましょう から」 

と 穏やかに 了解 を 求めて、 大将 は そのまま 尚 侍 を 

つれて 帰った のであった。 内大臣 は 婚家へ 娘のに わか 



「書く のが 恥ずかしくて ならない けれど、 あげないで 

は 失望 をな さるだろう から」 

たま かずら 

と 言って、 玉鬟は 書いた。 

ながめす る 軒の I 卞 に 袖 ぬれてう たかた 人 を 忍ば 

ざらめ や 

それが 長い 時間で ございま すから、 憂鬱 的 退屈と 申 

すよう な もの もつ のって まいります。 失礼 をいた し 

ました。 

ひろ 

とうやう やしく 書かれて あった。 それ を 前に 拡げて、 



わ こん す 力 力 たまも 

てなら なかった。 和 琴 を清搔 きに 弾いて、 「玉藻 はな 

刈リ そ」 と 歌って いる この ふう を、 恋しい 人に 見せる 

ことができたなら、 どんな 心に も 動揺の 起こらな いこ 

と はないで あろうと 思われた。 

びぼう 

帝 も ほのかに 御覧に なった 玉鬟の 美貌 をお 忘れに な 

ら ずに、 「赤 裳 垂れ 引きい にし 姿 を」 (立ちて 思 ひゐて 

もぞ思 ふくれな ゐの赤 裳 垂れ 引き) とい う 古歌 は 露骨 

に 感情 を 言った だけの ものであるが、 それ を 終始お 口 

ず さみに なって 物思い を あそばされた。 お 手紙が そつ 

と 何 通 も 尚 侍の 手へ 来た。 玉鬟 はもう 自身の 運命 を悲 

観して しまって、 こうした 心の 遊び も 不似合い になつ 



おなじ 巣に かへ りし かひの 見えぬ かない かなる 人 

か 手に にぎる らん 

そんなにまで せず ともとく やしが つたり しています _ 

この 手紙 を 大将 も 見て 笑いながら、 

「女と いう もの は 実父の 所へ だ つて 理由がなくて は 

行って 逢う こと をし ない ものに なって いるのに、 どう 

して この 大臣が 始終 逢えない 逢えない と 恨んで ばかし 

およこしになる だろう」 

こんな 批評め いた こと を 言う の も、 玉 鬟には 憎く 思 



「やはり 出 抜けて いら つ しゃる 方」 

とも 評して いた 時に、 近 江の 君 は 女房た ちの 座の 中 

を 押し分ける ようにして 御簾の 所へ 出ようと して いた _ 

女房ら は 危険に 思 つ て、 

「あさはかな こと をお 言い出しになる のじ やない かし 

ら」 

とひ そかに 肱で 言い合つ たが、 近 江の 君 はこの まれ 

きんだち 

な 品行方正な 若 公達 を 指さ し て 、 

「これでしょう、 これでしょう」 

と 言つ て 源 中将の きれいで ある こと を ほめて 騒ぐ 声 

が 外の 男の 座へ もよ く 聞こえる のであった。 女房た ち 



が 困って 苦しんで いる 時、 高く 声 を 張り上げて、 近 江 

の 君が、 

なみ ぢ さお 

「おきつ 船よ るべ 浪路 にた だよ はば 棹 さしよ らん 泊 

まりをし へ よ 

をぶ ね こ 

『たなな し 小舟 漕ぎ かへ り』 (同じ 人に や 恋 ひや わた 

らん) いけない わね」 

と 言った。 源 中将 は 異様な ことで あると 思った。 女 

御の 所に は 洗練され た 女房た ちが そろ つ ている はずで、 

こうした 露骨な 戯れ を 言い かける 人 はない わけで ある 
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